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地冊令蓮(ﾙ伽W〃/“”“ゅα)の葉と苞葉の葉序について

大宮徹

富山県中央植物原｜ 〒9392713富山県婦負郡婦中町上轡田42

PhvllotaxisofLeavesandBracts

ofハ伽‘"劇I""""(Musaceae)

TohrllOhmiva

BotanicGardensofTovanla,

42Kanlikutsuwada,Fuchu-,,1achi,Nei-gun,Toyama9392713Japan

Abstract :Phyllotaxisof leavEsalldbractswasobsel-vedoIIMzIsf"(I J(Jsi()(､〔"pα. 2/5

1)hyllolaxisIor[oliageleavEs,an(13/8ph)1k)taxisforbractswer,gresPeCtivElyindi-

cated・Transitivestagefroll] thefoliage leaftothebl-actsh<こ)wedintermediatevallIE

ofphyllOtaxiSbetween3/8and2/5.

Keywords:phyll()taxis,Mll""(I J(1sio(nゆⅢ

〃“2"α jasio""｡ (Fra''ch)C.YWuexH.

WLi (中国名：地涌金蓮、和名：チヨウキ

ンレン） は中国雲南省特産のバショウ科植物

で、亜熱帯地域に分布する(李1978)ときれ

ていることからか日本同内では一般的に温室

楯物として栽培きれているが、富山県中央植

物園では、中国科学院昆明植物研究所から導

入した昆明市の北西約80kmの武定高橋（標高

1,850[,, )産の5株を1998年4月から屋外に

植栽し、増殖している (mla)｡

MMsf'"α属を含むバショウ亜科は葉や苞葉

が螺旋状排列をとることで、それらが二列に

排列(distichV)するゴクラクチョウ力亜科と

区別されている．葉や苞葉などの葉的器官は

一定の規則的排列をとることが多く、 これを

葉序と呼ぶが、チヨウキンレンにおいても葉

と苞葉の排列にそれぞれ何らかの規則性のあ

ることが期待きれるロそこで、チヨウキンレ

ンの葉と苞葉の排列を、外観から観察できる

範囲で調査した『､

結 果

葉は楕円形で、栄養成長のもっとも盛んな

とき、葉身の部分は長さ80cm～90c[n，幅

25(Jlll余り、葉柄の開出した部分は30cmまで

成長した． この値は最大値であるとはいえ、

雲南植物志(呉］979)や中国植物志(李1981)、

さらにShi (1999)における記載で葉身は長さ

50cm、幅20cmとなっているのに比べて大きめ

である口葉は、はじめは上を向くが、やがて

平開し、放射状に拡がる。葉柄の基部は広く、

相互に重なり合ってバショウ科に一般的な

｢偽茎」を形成する。

開花が近づくと、新たに展開する葉は通常

の葉に比べて大きさ、形ともに異なったもの

となり次第に苞葉へと移行してゆく (図2）。

植付け後1年ないし2年間栄養成長をつづけ

たのち初夏から初秋の問に、高誉60cm～70cn,

の株の先端に花序をつけた(図lf,)口花序は

上向きで節間は短く、総花柄は外からは見え
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図1．屋外に植栽した地涌金蓮. a:開花した株b花序(開花開始3日後) . c :雌花

d:両性花. e :葉身を取り除いた栄養成長期にある株. [ :花序に見られる接触斜列線
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図2”地漁金蓮の普通葉から，世栞への移行．黒い部分は葉身． a b:普通葉(L, L') ~ L'は花序

に近く、やや小ぶりの葉, C e :移1丁的な葉(M1 M3) .葉身はしだいに狭くなる. f h:移行

的な苞葉(M4 M6) .葉柄が発達し黄色を梢びる. i j :外側の苞葉(B)とより内側の包葉(B' ) .

Bに残る附属体状の葉身が、 B'では見られない. B'先端の灰色の部分は暗紫色．
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ない口開花か始まると、 l 1」にl～2個の苞

葉が花序の中心軸の周りに展開し、それぞれ

に3～4個のｲﾋが開花する(mlb)口花は豊

富に蜜を分泌する．はじめの15個前後の苞葉

に包まれた花は雌花で(mlc) 、それ以降の

苞葉では両性花に移行する（図ld)。ただし

向性花は雌花に比べて柱頭が次第に小きくな

る傾向がある口開花は数ケ月間つづき、雌花

では子房がふくらんだが、種子は得られなか

った。

普通葉から苞葉への移行のようすをみる

と、 まず葉身が徐々に被針形とな｛') 、晨さも

短くなる(m2a-E : L～M3)。これらは移

行的な葉と考えられる、ひきつづいて葉柄の

基部が広がり三角形となり、ほぼ全面黄色を

呈するようになる（図2I-h :M4～M6)r~

これらは花をもたず､移行的な苞葉と考えられ、

葉身は、その先端に小さく残る(図2f h)｡

花をもった苞葉では葉身は楕円形の付属体の

ような形とな') 、先端に鈎状に付着する(図

2i :B)□ きらに内側の苞葉では、 こうした

付属体はなくなIﾉ 、先端には||音紫色を帯びて

硬い部分が残るのみであるが、 これが葉身の

浪跡であるかとゞうかは分かっていない(図2j

: B')｡

栄養成長期と開花期をとおしてチヨウキン

レンの葉や苞菓は真上から見ると放射状に拡

がっている。これらの排列にどのような規則

性がある力,を調べた[。

まず普通葉の葉序を調べるため、栄養成長

期にある葉の葉身を除去して基部の節から順

に番号札をつけ、真上から槻影し(図le)、

とな')あった節の葉がなす開度を調べた。撮

影時の番号00, 01 , 02,…15をL(), L1 , L2,

""Ll5として、それぞれ一つ前の節との間

で葉のなす角度を示したのが表lである。こ

の結果、葉の開度は右凹|)に平均約144.5･で

あった．この値を累計し、 360．で割った値は

葉の着生点を下部から順に結ぶ基礎螺旋が偽

茎の中,[軸の周りを回った回転激となるが、

回転数か整数に近いところが5節ごとに現れ

各2回転しているので、葉序は2／5である

ことが示唆される(表1 ）。

次に苞葉の葉序を調べた。苞葉には明瞭な

中肋のような糸Ⅱ職はないので、その先端と花

序の中,L,軸とを結ぶ線を便宜的に苞葉の中軸

と考えた。花をもった苞葉に移行する直前の

移行的な苞葉(M6)からひきつづいて、花を

もった苞葉(B1 , B2, B3,…）へと順を追っ

て測った開度を表2に示した。この結果、平

均は右回りに約135｡であった口普通葉と同様

に回転数が整数となるところを探すと、 8節

ごとに3回転していることが分かる。 よって

3/8の葉序であることが示される （表2）□

これと同時に展開前の苞葉の重なりを真上

からみると （図l 「) 、苞葉の先端を結ぶ5つ

の右回りの列が認められる~ このような曲線

は螺旋葉序を表現する接触斜列線と呼ばれる

が、 この5列の右匝| I)の接触斜列線をもとに

表1 .普通葉の開度

節の番号は、観察時に最も基部に近くて測定可

能なところを出発点にLO, LI , L2,…L15とした．

開度はとなり合う節間で双方の葉が、偽菓の中

心軸に垂直な平而上でなす町度‘ 太枠で囲った

数値が整数に近いと考える（5節ごとに基礎螺旋

は約2回転している） ．
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苞葉の配置を描くと（凶3） 、 3列の左回りの

接触斜列線が見出せる『~ しかし外見上、 この

左回|)の3列は明瞭でない(Nlf)

また、移行的な葉や苞葉を経て花をもった

苞葉に移る際の排列の変化がどのように起こ

るかについて、移行的な苞葉の1個目(M1 )

から、 または2個目(M2)、 3個|｣(M3)か

ら比較した基礎螺旋の回転数を比較してみる

と（表3）、いずれも3／8葉序と2／5葉序と

の間の数値となっていることが分かった” こ

れは、普通葉から苞葉への器官形態の変化に

ともなう葉序の変化が、苞葉の葉序と普通葉

の葉序との中間の値で推移していることを示

している．

表2．花をもった苞葉の開度

競後の移行的な苞葉(M6)を出発点とした激値．

花をもった苞蟷Rl, R2, …, El8までの基礎螺旋

の回転数を求めた． 太枠でi丼|った数値が整数に

近いと考える（8節ごとに3回転している) . BI

-BI5は雌花、 Bl6以降は両性花であった．

節の番号

M6

Bl

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

Bl()

Bll

Bl2

開度 累計 凹転数

Ｆ

ａ

ｎ
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Ｑ
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Ｑ
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］
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ワ
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ｏ

ｊ

ワ
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口
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、
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役
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〕
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Ｊ
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八
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４
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ｌ

『

〕

毎

Ｊ

‘
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４

川

詰
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考 察

チヨウキンレンの普通葉は2／5の葉序に

排ﾀ｣し、光を効率よく受けられるよう、隣接

した節間で葉が重ならないように配置してい

ると考えられる｡ また、苞莱も、 3／8の葉

序に排列しており、花の大きさに比してかな

り大きい苞葉が、下位にある開花中の花を隠

さないように配置していると考えられる。実

際に、苞葉の展開が3回転して同じ位置の上

Bl3

B14

Bl5

Bl6

Bl7

B18

135.54 , 2315.()7

131 ~5’ 2446~58

表3．移行的な葉と苞葉の開度

移行的な葉と苞葉(M1～M6)から花をもった苞葉の歳初の5節(BI～B5)までの

基礎螺旋の回転数を計算した． 凹転数1はM1を出発点とした回転数、 |ml岻数2

はM2、 回転数3はM3を出発点とした．大枠で|仲|った数値が、整数に近いとこ

ろでほぼ均等に前後している．
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図3．地涌金蓮の花序における葉的器官の接触斜列線I～V;左回りの接触斜

列線I'～Ⅲ' ：右回りの接触斜列線Ml-M3 :移行的な葉M4-M6 :移行的
な苞葉. B1-:花をもった苞葉‘

方で苞葉が開くとき、下位の苞葉の花はすで

に開花を終えて褐色に萎縮している。

展開前の花序に、右回りの5列の螺旋が明

瞭に見出せるが､左回りの3列は明瞭でない。

3＋5の螺旋葉序の可能性があるが、このこ

とは開度法による3／8の葉序が、斜列法に

よる3＋5の葉序にほぼ対応するとした考え

(小倉1962)に一致する。この点を詳しく検

証するには、茎頂での苞葉の発生を観察する

必要があると考える。

また、通常の葉から、移行的な葉や苞葉を

経て花をもった苞葉に移る際の排列は、普通

葉と苞葉とのに'.間の葉序を示しているが、こ

の移行がどのように開始し完了するかについ

ても、茎頂での器官の発生を調べる必要があ

る。
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Epidermal Microstructures of the Leaves of Sasa
(Poaceae; Bambusoideae) Collected in Murodo-daira, Mts. Tateyama

Kazuomi Takahashi

Botanic Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract : The epidermal structures of the abaxial leaf surfaces of Sasa collected in

Murodo-daira. Mts. Tateyama, central Japan were observed by a scanning electron

microscope (SEM). The species examined were S. palmata (Marl.) Nakai, S.
kurilensis (Rupr.) Makino et Shibata and S. cernua Makino. In S. palmata the fine
projections of cuticle are mostly rod-shaped. On the other hand, S. kurilensis has

warty projections. In S. palmata the fine projections around stomata are elongated

and bury the stomata, whereas those of S. kurilensis are not elongated. S. cernua

has rod-shaped projections around stomata as well as warty projections in the cen
ter of intercostal zones.

Key words ; epidermal microstructures, leaf, Mts. Tateyama, Sasa cernua, Sasa

kurilensis, Sasa palmata
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は鈍形から円形で、下面の脈は光沢が弱い。

また、 TYM4768には稗の一部に逆向きの細

毛があり、 TYM5309には葉身下面にごくま

ばらに毛がある‘．なお、 TYM'1768について

は細胞学的研究が行われ、ササ属植物につい

ての従来の報告と一致する染色体数211=48

が確認されている(Nakata (,t (,l. 2001).

これらの標本から当年生の葉を選び、葉身

中央付近の中肋に近い部分と葉緑に近い部分

を切り取り、下面(背岫側)にイオンコーター

(jEOLJF(Zl]OOE)で金を約0．02/'mのl早さに

コーティングしたあと、 SEM(JEOLJSMT20)

で表皮の微細構造を観察した。

や節レベルで特徴的であることが知られてい

る。そこで、植物相調査の過程で採集された

立山室堂平産ササ属植物について、 より確実

な'百l定を行うために、走査型電子顕微鏡

(SEM)で葉の表皮を観察し、 これまでの報

告と比較した。

材料と方法

観察に用いた植物材料をTable lに示す□

これらの標本は富山蛙中央植物園標本庫

(TYM)に収蔵きれているコ

チマキザサ(TYM532] )は高き約0.6m、桿

の基部は直径3.4mmで、桿はまばらに分岐し、

表面は無毛、節はやや膨らむ。桿鞘は無毛・

葉舌は低く 、葉身の基部は円形。なお、典型

的なチマキザサでは葉身下面は無毛だが、今

回観察した標本ではわずかに毛がみられ、毛

の密度は同じチマキザサ節のシナノザサ（ク

マイザサ)s. sg""f"sis (Franch. ELSavat.)

Rehdel-との中間を示した｡

チシマザサ(TYM5316)は高き約().9m、桿

の基部は直径5.6mmで、桿は上部で密に分岐

し、表面は無毛で光沢があり、節はあまり膨

らまない｡桿鞘は無毛。葉舌は突出し、葉身

は無毛で、基部はくさび形から鈍形、下面の

脈に光沢がある。

オクヤマザサ(TYM4768、 5309)は高さ約

l .Om、程の基部は直径5.0-5.3mmで、桿は

上部で密に分岐し、節はやや膨らむα桿鞘は

無毛。菓舌は比較的突出するが、葉身の基部

結果と考察

ササノ禺の葉では平行す~る主脈の間にさらに

小脈があり、小脈と主脈は横脈で結ばれ格子

状になっている□Figlはチマキザサの葉身

下面の、小脈で囲まれた四辺形の区画の周辺

の表皮構造を示す。Fi輿~ IAは一方の旧llの葉

縁に近い部分、 Fig. 1Bは中肋に近い部分で

ある＝小脈vcinlcts:Vと小脈の問には気孔

stomata: Stがみられるが、小脈上と脈間中央

部には気孔は存在しない。 また、全体に無数

のクチクラ小突起{illEprojEctiOnso[culiclE:

FI) (Kanlikawa&KO1)ayashi (1992) では

"lnicl,。I)TUcEssesof('''ticle")が存在する。こ

の突起はところと§ころとぎれながら列をなし

て並び、 この傾lhlは特に小脈~ |之ではっきりし

ている。ササ1禺の葉の下面表皮では長細胞と

Tablel~Sl)ecies()fS"(IcollectedinMurod(z)daira,MIs・Tateyanlacentral Japan

vDLIcherspEcimenf孔〕e(]lES
r

『 可，

己日簡f1

JM1"!(Im(Marl.)Kakai

MacrDchlaml･s

"I〃"dIsis (Rlll)1-. )Makin()EtShibata

〔w･"MaMakil]U

SEEt

ぐ
Lノ

SeCt

S

ぐ
h~』

Y･雷hida&TakahashiAug.82000(TYM5321)

YCShida&TakahashLAug82000(TYM5316)

Kakata,YoshidaTakahashi&KatUSepl* 2000 (TYM4768)

OhmiVLTakahashLShiuChi andKatUAllg24｣999(TY115309)
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Fig. 1. Abaxial leaf surfaces of Sasa palmaLa (TYM5321). A: abaxial surface

close to leaf margin. B: abaxial surface close to midrib. Am : adpres-

seel microhairs, Fp: fine projections of cuticle, Pr: prickles. Si; silica

bodies, St: stomata, V: vcinlets. Scale bar = 100/iin,
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短細胞（気孔のあるゾーンでは短細胞にかわ

って気孔）が交互に配列し、長細胞は突起を

もつことが知られている（早田1929)。小脈

上のクチクラ小突起のとぎれたところにはし

ばしばケイ酸体silicabcdiesiSiが観察され、

小脈上と脈間中央部には2細胞からなる圧小

毛adPl･essedmi(Prohairs:Amがみられる。刺

状突起p]-ickles; PI-は小脈上と脈間中央に存

在するが、一方の側の葉緑に近い部分に特に

多くみられる(Fig. 1A)。刺状突起が左右の

葉緑のどちらか一方にかたよって分布する傾

向はほかの2種にも共通しており、 Namikawa

&Kobavashi (1992)では葉身中央には刺状

突起が存在しないとされているチシマザサに

おいても、一方の葉縁には刺状突起が観察き

れた。標本から未展開の葉をとって観察した

ところ、多くの刺状突起が存在する側は、葉

が展開する前に巻かれていた状態のとき、外

側になっていた方の葉禄であった．

F鴫2はチマキザサ、チシマザサ、 オクヤ

マザサの葉身下面（中肋に近い部分） を比較

したものである。 Fig. 2A、 C、 E、 Gは、そ

れぞれ小脈上から気孔がみられる部分を経て

脈間中央部にかけて（左から右に）の部分を、

Fig.2B， D、 F、 Hは試料台を前方に60]傾け

て観察した気孔(矢印)の周囲を示すロチマキ

ザサ(Fig. 2A)ではクチクラ小突起は棒状の

ものが多いのに対して、チシマザサ(Fig. 2C)

では突起はまるいいぼ状で、特に脈間中央部

(写真の右寄り部分)には大きないぼ状突起が

みられ、およそ3～5個が連なっている。

チマキザサでは4～6個の棒状突起が、気

孔の周囲から中心に|句かって気孔を覆うよう

に斜めに立っている(Fig2B)。今回の観察

では梱胞の境界が不明なため、気孔を覆う突

起がどの細胞に存在するのかはわからない

が、早田(1929)によるとこの突起は副細胞に

隣接する細胞のものであるという“一方、チ

シマザサではクチクラを覆う鱗片状のろう物

質(SCale.likEEpiCUtiCularwax)がよく発達

しているため孔辺細胞は隠れているが、気孔

が存在すると思われる位置の周囲には4つの

小きないぼ状突起が観察され、伸長して気孔

を覆う棒状突起は存在しない(Fig2D)｡

オクヤマザサの脈間中央にはチシマザサに

似たいぼ状突起がみられるが、やや小きく、

およそ5～8個が連なっている(Fig.2E,G)｡

気孔の周囲には気孔を覆う4本の棒状突起が

存在するが、チマキザサと比べると突起はや

や短かい(Fig2F、 H)｡

以上のように、今回観察したチマキザサと

チシマザサは葉身下面表皮のクチクラ小突起

の特徴をもとに区別することができた□また、

オクヤマザサは、チマキザサとは脈間中央部

にいぼ状突起が多くみられることで、チシマ

ザサとは気孔を覆う棒状突起がみられること

で区別が可能であった。これらの特徴は、 オ

クヤマザサがチシマザサ節のチシマザサとチ

マキザサ節の種との雑種起源であるという仮

説と矛盾しない．

大木(1927-1928c)はミヤコザサS. "i"c･

"i"MakinoetShibata、 クマザサS. l)c"〔､jl〃

REhdel･、 ネマガリダケ(今日ではネマガリダ

ケはチシマザサS- 肉Ⅱγ"g"sisの別名とされる

が、大木はシナノザサS. sど"α""Zsisをネマガ

リダケと呼んでいる)、 ツポイザサ(イブキザ

サ)s. rsMbojα"αMakinc、チシマザサ、 シャ

コタンチクs. 1,2I)"Jos(" (MakinoetShibata)

Ol,ki (=S.",7,,4i, [. "2b,iJ･sa (MakinoetShi-

bata)Tf,tewaki) などを含むササ属植物の葉

の表皮構造を灰像法で観察している口大木は

本文中では気孔の周囲の突起について触れて

いないが、図には気孔を覆う突起が描かれて

いる。ただしチシマザサについては図が添え

られていない。早田(1929)は特殊な方法で葉

肉を溶かし、菜l1ぎ取った表皮を観察している

が、観察した限|)ではササ属各種の葉身下面

の気孔は指状の突起で覆われていたと述べて

いるロササ属ではネマガリダケ（やはりチシマ

ザサではなく S.""j(wI(zi(z=&sfJ"(JIMjzsis) 、
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Fig. 2. Abaxial leaf surfaces of Sasa and fine projections of cuticle around

stomata. A & B: S. palmala (TYM532.1). C & D: S', kurilensis (TYAI
5316). E & F: S. cernua {TYM4768), G & H: S.

Arrowheads indicate stomata. Scale bars = 100 in A, C, E & G,

and lO/^m in B, D, F & II.

(TYM5309).cernua
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ミヤコザサ、 クマザサがとりあげられている

が、チシマザサは扱われていない。

NamikEIwE!&Kobavashi (1992)はササ属と

スズダケ属8種の葉身、葉鞘、桿鞘の表皮を

SEMで観察しているロ クマイザサ（シナノ

ザサ）およびチシマザサの葉身下面の写真を

今回の観察結果と比較すると、次のとお'')で

ある． まず、 クマイザサには気孔を覆う棒状

突起がみられ、今回のチマキザサの観察結果

と一致する。一方、チシマザサについては、

今回の観察では気孔を覆う棒状突起がみられ

なかったのに対して、 NE'mikawa&KObaVashi

(1992)では棒状突起が存在しており、今回の

観察結果と一致しない｡

なお､大木(1928d～1934)および早田(1929)

によると、 スズダケ属S(Isα"”ゆﾉ,α （早田は

S(Is(Lに、大木はPsEw(/Ds(Is(Iに含めている)、

ヤダケ属PsFM(/""(1、 メダケ届PIE1'()b/"r"s、

オカメザサ属SIlibqr(zEfJでは気孔の周囲の突

起が存在し、マダケ属P/1"1'"DsI"ltl'sではこの

突起をもつ種ともたない種がみられるとい

う。

チシマザサ節sect-MacrochlanIvsはササ属

の中では特異的で、花序の形態などがほかの

節（チマキザサ節seぐt.Sasa、 ミヤコザサ節

sECt.C'-aSSinOdi， イブキザサ節SeCt・Mo11IIIc-

ladaE) と異なっている。今回の観察結果は、

チシマザサが葉身下面の表皮微細構造におい

ても特異的である可能性を示している。 しか

しながら、 これまでの報告とは必ずしも一致

しないことから、観察きれた構造が分類群を

特徴づける形質であると断定するためには、

産地の異なるさらに多くの材料を観察する必

要がある。

立山室堂平の植物相調査において共同で調

査にあたられた富山県立山センターの加藤治

好氏、電子顕微鏡による試料の観察に協力し

ていただいた富山県中央植物園の橋屋誠氏、

原稿を査読していただいた信州大学．金沢大

学名誉教授の清水建美博士と富山県中央植物

園園長の黒川道博士に感謝します。
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Pollen Morphology of Three Varieties of Auciiba japonica

Toshiaki Shiuchi

Botanic Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract: The shape and size of pollen grains of three varieties of Aucuba japonica,

i.e. var. japonica, var. borealis and var. ovoidea, in Japan were investigated with scan

ning electron microscope (SEM). The pollen grains of all varieties were 3-colporate,
prolate and pllate. They were larger in A. japonica var. japonica and var. borealis

(2n=32) than in var. ovoidea (2n=16). It seems that the pollen size is correlated with
ploidy level in three Japanese varieties of Aucuba.

Key words: Aucuba japonica, micrographs, ploidy level, pollen grains, SEM

The three varieties of Aucuba japonica Thunb., i.e. var. japonica, var. borealis Miyabe

et Kudo and var. ovoidea Koidz. are all evergreen dioecious shrubs and are endemic to

Japan. They have different distribution in Japan: var. japonica is distributed in the Paci

fic side of Honshu and eastern Shikoku, var. borealis Miyabe et Kudo is found only in

Hokkaido and the Japan sea side of Honshu and var. ovoidea Koidz. occurs in western

Honshu, southern Shikoku, Kyushu and Ryukyu (Kurosawa 1971, 1976; Noshiro 1999).

These varieties are generally said to be distinguished as follows; var. japonica by the

broader and glabrescent leaves and more or less sparsely hairy inflorescences, var. borealis

Miyabe et Kudo by the ascending stems, smaller leaves and densely hairy young buds

and inflorescences and var. ovoidea Koidz. by the very broad glabrous leaves and pubes

cent inflorescences with short appressed hairs. The chromosome numbers of these

three varieties have been reported to be 2n=32 for var. japonica and var. borealis and

2n = 16 for var. ovoidea (Sugiura 1927; Meurman 1929; Sinto 1929; Funabiki 1958;

Viinikka 1970; Kurosawa 1971, 1976, 1979, 1981).

The pollen size of the genus Aucuba has been studied by Kurosawa (1971), who pointed
out to be similar in all taxa. On the other hand, the pollen micrographs of A. japonica

var. japonica was reported by Iwanami (1980) by using scanning electron microscope
and Nakamura (1980) using light microscope.

In the present paper, the results of observation on pollen morphology of three varieties

of Aucuba will be reported and the relationship between the size of pollen grains and

the ploidy of the plants will be discussed.
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Materials and Methods

For scanning electron microscope observation, pollens were collected from dried

specimens as well as from flowering plant cultivated in Botanic Gardens of Toyama,

but germinating pollens were excluded. They were dried and coated with gold-palladium

in a JEOL JFC-llOOE ion sputtering device. Micrographs were taken with JEOL JSM-

T20 scanning electron microscope and the polar axis (PA) and the equatorial axis (EA)
were measured in twenty pollen grains per individual. The shape of pollen grains was

observed in the equatorial view and described below following Erdtman’s (1952) ter

minology. The chromosome numbers were counted in fresh materials. The plant mate

rials were identified following Noshiro (1999). The origin of plant material is shown
in Table 1.

Results

The results of observations on the pollen and chromosome number are briefly de
scribed below. Pollen grains were 3-colporate, prolate and pilate in all varieties (Figs.
1—6). The mean P/E ratio (polar length / equatorial length) was calculated from their
whole measurement values. The chromosome number and the size of pollen grains are
shown in Table 1 and Table 2.

a. Aiiciiba japonica Thunb. var. japonica

Polar axis 47—(52.7)—56/mi, equatorial axis 31—(35.3)—41/^m, prolate (P/E
ratio: 1.50). Pollen grains were largest in both polar and equatorial length among three
varieties investigated (Fig. 7). Chromosome number was 2n = 32 (tetraploid).

Table. 1. Original localities and chromosome numbers of three varieties of Aucuba.

Chromosome Collection

number number
Ta.xon Locality

A. japonica var. japonica Tokushima Prefecture, Ikawa-cho. alt.20m.

A. japonica var. borealis Toyama Prefecture, Toga-mura. alt.llOOm.

A. japonica var. ovoidea Kochi Prefecture, Sakawa-cho. alt.SOm.

2n=32

2n = 32

2n = 16

STI-3-5

TGA-1-6

SKS-3, 7, 8

Table. 2. Polar axis, equatorial axis and P/E ratio in three varieties of Aucuba.

Polar axis (/mi) Equatorial axis (/mi)
Taxon P/E

mean (S.D.) mean (S.D.)min max m I n max

47 52.7 ( + 2.08) 56 31 35.3 (±1.99) 41 1.50

40 48.6 ( + 3.26) 54 24 32.6 (±3.21) 39 1.50

35 43.1 (±4.10) 51 21 28.1 (±3.21) 39 1.54

A. japonica var. japonica

A. japonica var. borealis

A. japonica var. ovoidea
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Figs. 1-6, SEM micrographs of pollen grains. 1, 2. Aucuba japonica var. japo-

nica. 3, 4. A. japonica var. borealis. 5, 6, A. japonica var. ovoidea. 1,

3, 5: polar view; 2, 4, 6: equatorial view. Scale bar = 20^m.

b. Aucuba japonica Thunb. var. borealis Miyabe et Kudo

Polar axis 40— (48.6) —54,iUin. equatorial axis 24— (32.6) —39/um, prolate (P/E ratio:
1.50). The pollen size was slightly smaller than in var. japonica (Fig. 7). The chromosome
number 2n=32 was observed as in var. japonica.

c. Aucuba japonica Thunb. var. ovoidea Koidz.

Polar axis 35—(43.l) —Sl/zm, equatorial axis 21 —(28.1)—39/mi, prolate (P/E ratio;
1.54). Pollen grains were smallest in polar axis and equatorial axis. The chromosome

number was 2n = 16 (diploid).
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Fig. 7. The length of polar axis and equatorial axis in three

Japanese varieties of Aiiciiba. Each of vertical bar

represents from max to min values and boxes are S.D.

Discussion

The pollen grains of three varieties of Aucuba japonica were very similar each other,

being 3-colporate, prolate and pilate. Kurosawa (1971) suggested the pollen size of the
genus Aucuba including Japanese three varieties was almost the same excepting A. hynia-

laica, which had slightly smaller pollen grains. However, pollen grains of var. ovoidea

(2n = 16) were apparently smaller than those of var. japonica and var. borealis (both
2n=32). Pollen size related to the ploidy has been demonstrated in Taraxacum by Morita
(1976), in Rodogersia by Akiyama et al (1990) and in Deutzia by Niu & Ohba (2001).
Thus, a Japanese Aucuba could be added as another example, in which the pollen size

is related to the ploidy.

I express my sincere thanks to Dr. S. Kurokawa, the director of the Botanic Gardens

of Toyama for critical reading of manuscript.
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Chromosome Number of Lecmtthus peduncularis

(Urticaceae) of Japan

Tadashi Kanemoto

Botanic Gardens of Toyama,

42 Kamikiitsuwada, Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract : Chromosome number of Lecanlhus peduncularis collected in Kyusyu, Japan
was counted to be 2n = 24 in this study. The genus Lecanthus represented by L.
peduncularis is considered to have a closer relation to the genus Pilea rather than to

Elatostema concerning chromosome number.

Key words: chromosome number, Lecanthus peduncularis, Urticaceae.

According to Wang & Chen (1995), the genus Lecanthus belonging to the Urticaceae
is a small genus comprising three species distributed in tropical and subtropical areas

of southeastern Asia and eastern Africa. However, Huang (1996) considered the

genus to be monophyletic and recognized Lecanthus peduncularis (Wall, ex Royle)
Wedd. is the only species of the genus.

In 1990, L. peduncularis was reported for the first time from Japan by Dr. Hatusima
(1992) on the basis of a collection at Kumamoto Pref. by Mr. Furuse. It occurs also
in the central mountains of Kyushu district such as Kumamoto, Miyazaki and Oita
Prefs. (Hatusima 1992; Minaniitani 2000). In 1995, the author had a chance to collect

some living plants of the species in Kumamoto Pref. Lecanthus peduncularis has a
similar inflorescence as in Elatostema and has a similar leaf arrangement as in Pilea

as suggested by Liu & Hung (1976). On the other hand, it has some morphological
features such as discoid receptacles and opposite leaves common to both of Elatosle-

nia and Pilea. Thus, it is considered to be important taxon for elucidating taxonomic

relationship between Elatostema and Pilea.

In Lecanthus two different chromosome numbers have been reported; 2n = 24 in

plants collected in northern Himalaya by Sharma (1961, as L. wallichii and L. uhghtii)
and Gajapathy (1962, as L. wightii), and 2n = 26 in plants from Kashmir by Khatoon
& Ali (1991). The aims of this study are to clarify the chromosome number of Japanese
L. peduncularis and to consider generic relationships among the genera of the Urti

caceae.
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A

Fig. 1. Lecanlhus peduncularis. A: habit. B: somatic metaphase chromosomes, 2n —24,

Scale bars of A and B indicate 1cm and 2,«m, respectively.

Material and Methods

Five individuals of L. pediincularis collected in Soyou-cho, Kumamoto Pref. were

used for the present study (Fig. lA). They were cultivated in pods in the Botanic
Gardens of Toyama (BGT). Somatic chromosomes were observed in meristematic

cells of root tips. Fresh root tips of 5mm long were fixed in a 3:1 mixture of 99.5%

ethanol and glacial acetic acid for one night after pretreating in 0.002M 8-hydroxy-

quinoline solution for 8 hr at BOtl. The root tips were macerated in IN HCl at 60°C

for 10 sec, and the meristematic region of root tip was stained with 1% aceto-orcein.

The chromosome preparation was made by squashing method. Taxonomic treatment

of this taxon followed Wang & Chen (1995).

Results and Discussion

Chromosomes were counted to be 2n=24 at mitotic metaphase (Fig. IB) in L. pedun

cularis. The 2n = 24 chromosomes showed gradual size variation ranging 0.6-1.l/^m.

Most of them were found unclear in centromeric position, although several larger

chromosomes with centromeres at subterocentric or terocentric.

The present count of 2n = 24 for L. peduncularis agreed with those of Sharma

(1961, as L. walichii and L. wightii) and of Gajapathy (1962, as L. wighHi). However,
the chromosome number 2n = 26 has been observed in non of the individuals of L.

peduncularis collected in Japan, even though Khatoon & Ali (1991) reported it. The
result of the present study indicates that the basic chromosome number of Lecanthus

is x = 12 as reported by Wang & Chen (1995) and L. peduncularis is considered to
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be diploid. Previous reports in chromosome number of the Urticaceae (e. g., Fedorov
1974; Goldblatt 1981; 1984; Kumar & Subramanian 1986; Goldblatt & lohnson 1991.
1994; Kanemoto 1998, 1999) indicated 2n = 24 was common in the genus Pilea and 2n
= 26 in Elatostema. So for as observed in the present study, the basic chromosome
number of Lecanthiis, x = 12, may be indicative of a closer relation to Pilea rather than

Elatostema.

I wish to express my cordial thanks Dr. Naohiro Naruhashi, Professor of Toyama
Univ., for critical reading of the manuscript. I thank Dr. Syo Kurokawa, the director,

and Dr. Masashi Nakata of the BGT, for their kind and valuable advices.
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Chromosome Number of Elatostejna obtusum
var. trilobiilatum (Urticaceae)

Tadashi Kanemoto

Botanic Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada. Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract : Chromosomes number of Elatostema obtusum var. trUobulatum was

determined to be 2n = 26 for the first time. As the basic chromosome number was

reported to be x = 13 for the genus Elatostema, this taxon is considered to be diploid.

Key words: chromosome number, Elatostema obtusum var. Irilobulalum, sect. Laevi-

sperma, Urticaceae.

Elatostema belonging to the Urticaceae comprises about 350 species, most species of

the genus are distributed in tropical and subtropical regions, with a range extention to

temperate Asia (Wang & Chen 1995). Elatostema medogense W.T. Wang, E. oblusum
Wedd., E. obtusum Wedd. var. bilobulatum, (Hayata) W.T. Wang. E. suzukii Yamazaki
and E. oshimense (Hatus.) Yamazaki are morphologically distinct among members of the

genus Elatoslema being characterized by having small leaves with few serrations and a

few flowers on an inflorescence and they form the section Laevisperrna (Yamazaki 1972;

Wang & Chen 1995). The five taxa are geographically isolated from each other; E. medogense
and E. obtusum are distributed in southern China, while E. obtusum var. trUobulatum, E.

suzukii and E. oshimense are endemic to Taiwan, Okinawa and Amami-oshima, respectively

(Hatusima 1967, 1975; Yamazaki 1972; Wang & Chen 1995). Yamazaki (1972) assumed

that all taxa of the section Laevisperrna might be derived from a common progenitor.

Among them, chromosome number has been reported for E. suzukii and E. oshimense

(Kanemoto & Yokota 1998; Yamashiro et al 2000), but has not been reported for remain

ing three taxa. This study reports chromosome number of E. obtusum var. trUobulatum

collected in Taiwan.

Material and Methods

Five individuals of E. obtusum var. trUobulatum collected in northwestern Taiwan

(Guanwu, Taian Xiang, Miaoli Xian, alt. 2,000m)

lA). They were cultivated in pods in the Botanic Gardens of Toyama. The method

of chromosome preparation is the same as reported in another study of Kanemoto in

this Bulletin. Taxonomic treatments followed Wang  & Chen (1995). Voucher specimens

were deposited in the herbarium of the Botanic Gardens of Toyama (TYM).

used for the present study (Fig.were
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Fig. 1. Elatostema obiiisum var. trilobulatum. A; habit, B: somatic chromosomes at

metaphase, 2n = 26. Arrowheads show satellites. Scale bars of A and B indi

cate 1cm and 1 fim, respectively.

Results and Discussion

The chromosomes were counted to be 2n=26 at mitotic metaphase of E. obtusum var.

trilobulatum (Fig. IB), This is the first report for the taxon. The 2n=26 chromosomes

showed gradual size variation ranging 0.7 —1.0 /.im. Among the 2n = 26 chromosomes,

two chromosomes had satellites (Fig. IB). Centromeric position of the chromosomes
could not be determined.

Kanemoto & Yokota (1998) reported chromosome number 2n = 26, diploid, for two
taxa of the section Laevisperma, E. suzukii from Okinawa Isl. and E. oshimense from

Amami-oshima. Later, Yamashiro et al. (2000) observed that E. suzukii has chromo

some numbers varying as 2n = 16, 38, 39 and 52, these numbers are considered to be

hypotriploid, triploid and tetraploid, respectively.

Hatusima (1967) reported that two morphological types are existed in E. oshimense

with respect to leaf margin, ‘entire type’ and ‘serrated type’. On the other hands, E. obtu

sum var, trilobulatum used in this study resembles very much the ‘serrated type’ of E.

oshimense (Fig. lA). The plant material of E. oshimense used for the previous study
(Kanemoto & Yokota 1998) corresponded to the ‘serrated type’ of the species and the
habits and the chromosome number of the these two taxa are certainly similar. Thus, they
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might be considered to be conspecific. However, the sizes of the chromosomes are quite

different. The chromosomes varies 2.0 —4.0/.<m in size in E. oshimense (Kanemoto &

Yokota 1998), while they varies 0.7 —1.0//m in E. obtusiim var. trilobulatum. The dif

ferences in methods, e.g., pretreatment time, kind of fixative, fixation time, etc., which

known to affect the size of chromosomes, do exist between the two observations. There

fore, the chromosomes of E. oshimense of the ‘serrated type’ were reexamined follow

ing the same methods used in this study and found to vary 2.0—4.0/mi in size. Thus,
the size difference of chromosomes observed in these two taxa is not affected by differ

ence of treatments but seems to be proper to each taxa. Taxa belonging to the section

Laevisperma have many common morphological features, such as small leaves with few

serrations and a few flowers per inflorescence and in particular E. oblusum var. trilo

bulatum is regarded similar to the serrate type of E. oshimense. However, the difference

of chromosome length can be regarded as one of the important features in distinguishing

E. obtusiim var. trilobulatum and E. oshimense.

I wish to express my gratitude to Dr. Naohiro Naruhashi, Toyama University for

providing the material used in this study and his critical reading of the manuscript. I

thank Dr. Syo Kurokawa, the director, and Dr. Masashi Nakata of the Botanic Gardens

of Toyama, for their kind and valuable advices.
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Triploid of Camellia japonica var, intermedia
—Chromosome Number Report of a Camellia Tree Called

“Maruyama-no-oo-yukibata-tsubaki”, a Precious Natural Product

of the Inokuchi Village, Toyama Prefecture, with Some Field Studies.

2)
Masashi Nakata & Michihito Ohta
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42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713, Japan

Toyama Science Museum,

1—8—31 Nishinakano-machi, Toyama City, Toyama 939-8084, Japan
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Abstract : A Camellia tree called “Maruyama-no-oo-yukibata-tsubaki” {Camellia

japonica var. intermedia), a precious natural product of the Inokuchi Village, Toyama
Prefecture, was determined to be triploid, 2n=45. Triploid of Camellia japonica var.

intermedia was also found in some populations in the mountain area of Toyama and
Fukui Prefectures.

Key words ; Camellia jajmiica var. inlermedia, chromosome number, Hokuriku dis

trict, Inokuchi Village, triploid
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鱸
酸の2 : l混液で60℃、 30秒解離し、 1%酢

酸オルセインで10分染色、押し潰し法でプレ

パラートを作成した。

観察した2株とも染色体数は2n=45であ

った。ツバキ属の基本数はx=15であるの

で(Fukushima&Iwasal969)、これは三倍

体である。二倍体のユキバタツバキの平均葉

身長は83.12±9.5mmで、同じ二倍体のヤブツ

バキ、ユキツバキと有意の差はないが（折川

他1998)、この個体の葉身長は平均約12cmと

報告されていて（井口村文化財指定調査綴）

明らかに大きい。ユキツバキでも三倍体は二

倍体に比べて葉身長が大きくなることが報告

されているが（太田・谷田部1994)、園芸ツ

バキ栽培家の間では経験的に三倍体の葉が大

きいことが知られていた。「丸山の大ユキバ

タツバキ」についても、ツバキ栽培家による

倍数体の可能性があるとの指摘が細胞学的に

裏付けられたことになる。

写真2は登録番号42825の個体の染色体であ

る。以下、田中(1980)に従って核型の概要を

記載する。体細胞分裂間期の核(A)では長さ

0.3～1.0"lnの多数の凝縮塊が観察され、複

雑染色中央粒型に該当した。前期(B)では染

色体の端部および介在部に多数の早期凝縮部

が観察され､介在型であった｡中期染色体(C,

D)は長さ約2～4"mで、長さの変化は勾配

的であった。45本の染色体の過半数は中部動

原体型であり、核型は対称的であるが、動原

体指数が3.0以下の対称性の低い染色体が12

本観察された。動原体を中部に持つ最大の染

色体と、動原体を次端部に持つ小型の染色体

には約0.3"mの明瞭な付随体が観察された。

今回、良核板が得られなかったため、核型の

詳細な記載や近縁種との比較は別の機会に譲

りたい。

ところで、ヤブッバキとユキツバキには染

色体数2n=30の二倍体の他に、 2n=45の三

倍体が存在することが報告されている（福島

他1966、 太田‘矢田部1991、太田1994)｡

＝

~~

.＝悪ｲ宮

雪

野

空

窯

居嘩

写真1 ．井口村指定天然記念物'~丸山の大ユキ

バタツバキ｣の花. (塚崎正一郎氏撮影）

大島町桜椿園）は「樹齢300年から500年を経

たわが国第一級のユキバタツバキの古木」で

あり、 「このツバキの樹は倍数体の可能性も

ある貴重な樹種で、さらに染色体の調査を求

める必要がある」と評価し、 日本椿協会理事

の桐野秋豊氏は｢90％ユキツバキと考えるが、

標高から推してユキツバキ系の強いユキバタ

ツバキと呼んだ方が妥当」とし、 r山地に自

生するユキバタッバキとしては、私の知る範

囲では日本一」と保護の重要性を指摘してい

る。

今回、このユキバタツバキの染色体を観察

する機会を得て調査した結果、この個体が三

倍体であることが明らかになったので報告す

る。また、著者の一人、太田はこれまでにユ

キバタツバキの三倍体が存在することを報告

していたが（折川他1998)、産地など詳しい

記録は未発表のままであったので、合わせて

ここで発表することにした。

材料には、井口村の依頼で塚lll苛正一郎氏

(日本椿協会井口支部長）が「大ユキバタツ

バキ」から挿し木で繁殖させた高さ10cmほど

の鉢植えの2個体（富山県中央植物園登録番

号42824, 42825）が用いられた。染色体の

観察は根端を用い、 18℃の21nMの8オキシ

キノリン水溶液で6時間前処理し、 5℃の

45％酢酸で15分固定後、 ］・規定塩酸と45％酢
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ヤブツバキ系園芸品種の場合、 56品種が二階

体であるのに対し'2品種が三倍体で、三倍体

品種間の変異が大きいことや四倍体品種が見

られないことから、三倍体品種の大部分は二

倍体品種の自殖または交雑の過程で、稀に生

じた非減数配偶子と正常減数配偶下との結合

によって独立に生じたと推定されている

(Fukushima&Iwasa l969)口一方ユキツバキ

の三倍体は､太田・矢田部( 1992) ､太田(1994)

によるとこれまでに富山県宇奈月町憎ケ岳、

黒部市鋲ケ岳、 ll l田村、上平村、山形県西川

町、福島県且見町なと§で発見されているが、

全体的には大部分が三倍体で、時に三倍体が

存在するときれている。 また、群洛の中では

二倍体と三倍体が混生しており、四倍体が観

察されない事から、ユキツバキの場合も三倍

体の形成は四倍体との交雑ではなく、二倍体

の中で地域（群落）ごとに独立して起きてい

ると述べている㈲

ユキバタヅバキの染色体数は、桐野(1960)

がヤブツバキとユキツバキの中間型として5

個体で2n=30を報告したのが最初と思われ
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表1 .ユキバタツバキの倍数体調査結果

二倍体

(2n=30)

個体数

三倍体
I

個体数

標高
／ 、、

Imノ

観察

個体数
調 査 地 採集日

富山県砺波市市谷橋のたもと

富山県砺波市頼成山

富山県高岡市二上山

=ll1県八尾町室牧坂ノ下

富山県井波町閑乗寺高原奥林道

=l11県上市町伊折

富山県上市町千石～折戸林内

福井県池田町出代冠山林道峠手前8.5km

福井県池田町田代

福井県福井市越知lll

福井県大野市六呂師高原妻平

福井県大野市六呂師林道沿い
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る口三倍体が存在することは太田の未発表

データとしてすでに報告きれているが（折川

他1998)、産地なと．は示されていなかった｡

太田は北陸地方のツバキ属植物の形態変異と

細胞地理を調査し、開花期にユキバタツバキ

と同定された個体について葉芽を用いて染色

体数の調査を行った(表l)。 37個体を観察し

た中で三倍体はわずか5個体であり、産地も

3地点と限られている。スクリーニングを拡

げれば確認きれる三倍体の数はざらに増える

と予想されるが、 これまでの調査ではユキッ

バキと|可様にユキバタツバキも大部分が二倍

体で、稀に三倍体が存在するという状況であ

るロ

ユキバタツバキは、その形態と分布域から

ヤブツバキとユキツバキの交雑によって生じ

たものと考えられている(桐野l96QHagiya

&Ishizawal961 ,津山1966)。 さらに二倍

体ユキバタツバキの形態変異の分析から、ユ

キバタッバキにはヤブッバキに近い集団から

ユキッバキに近い集団まであって､減数分裂、

花粉形成とも正常であることから、ヤブツバ

キとユキツバキとの浸透性交雑の結果として

ユキバタツバキが生じたとされている （折川

他1998)･存在様式がユキツバキと似ており、

ユキヅバキ、ユキバタツバキに四倍体が見ら

れないことから、ユキバタツバキの三倍体も

二倍体同士の交配の過程で稀に生じた非減数

配偶子に起因して各地で独立して生じている

ものと想像される、

貴重な天然記念物の個体について染色体数

を調査する機会を与えて頂いた井口村役場、

および塚崎正一郎氏にお礼を申し上げます。

富山大学理学部岩坪美兼助教授には、太田の

行った染色体観察に際して格別のご指導を頂

き、 また原稿の査読を頂きました。厚くお礼

申し上げます。
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富山県中央植物園内におけるアカマツ植栽木からの稚樹の増殖

山下寿之

富山県中央植物園〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡出42

AColoniozationfronlMotherTreesofPMIs(j2"sj/TomPlanted

intheBotanicGardensoIToyama

ToshivukiYanlashita

BotanicGal-de'1sofToyal]1a,

42KanliklllsuwadfLF11chll-nlachi,Nei-gun~Toyanla939-2713, Japan

AbStraCt : IntheBotanicGardensofToyama, various t'･EespecitshavEbeenint'･()-

dllcedandplantedsincE1992.Thepresen"()fscedlimgsoriginatedfi-onlplallted

I110thertrccsDfPI;"Ms‘"z"/JcMSieboldetZ11(Jc. ,wasfirstl]OtiCedinthiggardC'1s

inl997.Sizeandlocationofthesesaplings (abovE51cminheighl) EIndseedlingswere

畑vesti貝atedinNcvenlbel-2001・Totalnull'be'-ofP. (/f"sI""(Lsaplingswas261 in

a(llladrat (30m×12m),andtheaverageheightwaSll7cm・Thenumberofseedlings,

however, itwaS629, InDstofwhichwEreassunled20'･3years()ldseedlings ina

subquadrat (12111×12m)withintheqlladrat.Thedensity(z)fsaplingswashighel-

atthewestsideofthequadratandtheseedl ingswel-elocatedinthenorthsideof

I110thertrees~ ltsEGImedthattheestablishm(Jntofthescseedlingsandsaplingswel･e

affectedbysee(IsdisDersedbythes()llthwind, andb]｢ thelo(jation()fnli(JrDsitesIor

survival inthesaplings~

Keywords: establishmenl, nlkrositePjllMs(ﾉ〃Is")J"[', saplings, seedlings

ンタ の敷地とあわせて約25haの造成が始ま

った｡植物園の屋外展示園は北半分を壯界の

植物ゾーン、南半分を日本の植物ソ．－ンとし

て区画が分けられ、それぞれの区画には配置

計画に基づいて植物が導入きれたロ植物園前

身の県緑化センタ 内にあった樹木の多くは

日本の植物ゾーンへ移植され、 1998年春まで

に多くの樹木の移植および新規植栽工手が行

われたロ

日本の柚物ゾーンのクリ ・ コナラの森の区

画の一部にアカマツを主とする植栽区域があ

る㈲ この区域は水田であった所に県内の山か

はじめに

富山県中央植物園は1993年10月に屋外展示

園を対象として部分開園し、その後1996年に

全面開園してから6年経とうとしている＝当

植物園は「富山県植物公園基本構想」 （富山

県植物公園構想懇談会’988） に基づき検討

され､1989年には県緑化センタ の用地(llha)

を中心に整備する方向で具体化された（富山

県植物公|ヨ整備委員会1989)。 ]991年からは

県緑化センタ 周辺部の水山および住宅地約

14haか植物園用地として購入きれ、県緑化七
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ら採取した土壌を客土し、比高約3mの滞り

土を行なった場所であり、造成当初は貧栄養

な土壌条件であった□この区域に県緑化セン

ターのアカマツを1992年10月と1995年6月の

2回にわけて移植し、 さらに1997年春には樹

高2.0mのアカマツ12本を新規に植栽した。

1997年春にはこれらのアカマツの下に稚樹が

広がっているのが発見されたロ クリ ･コナラ

の森を含む日本の植物ゾーンでは、 1995年か

ら植栽樹木周辺の除草業務を造園会社に委託

してお,) 、アカマツ稚樹が確認された1997年

以降は稚樹にマークをつけて、除草の際に極

力稚樹を刈らないように協力してもらってい

る。

本研究は植栽木から発生したアカマツの稚

幼樹が、今後どのように森林を形成していく

かを記録することをu的とした□

調査方法

富山県中央植物園屋外展示園のクリ ・コナ

ラの森の区凹(約2ha)内のアカマソが植栽

されている盛t平坦面に、 2000年8月12mX

30mの方形区(a)を設置し、 2m間隔のグリ

ッドに分けた(Fig.1 )口本研究では樹高50cn]

以下の個体を稚樹、樹高5Icm以上の個体を幼

樹と定義して、以下の調査を行った□ 2001年

l ]月から12月にかけて、 この方形区内に分布

していたアカマツの幼樹について樹高の測定

および樹齢の推定を行った｡ さらに、 この方

形区内の北よりの一部分(b)の12m×12mに

ついては、 アカマツの幼樹ならびに稚樹の樹

高測定、および樹齢の推定を行った口樹齢は

枝の位置と根元近くの部分については実生の

高さから推定した□
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あった

結果および考察
調査区内でのアカマツ稚幼樹の分布を2n]

X2mのグリッド単位でFig. 2およびFig-

3に'J《したアカマツ幼樹は訓査区全体(12n]

X30n, )で261本出現し、おもに西側に集中

しており、 もっとも多数出現した2mグリソ

調査方形区周辺のアカマツ母樹は全部で37

本あり、そのうち移植木25本の平均樹高は

6.6m、平均DBH(Im 司直径)は]8-8m, 、 ネ|『杣

木12ｲ凡の平均樹高は3.2,,, 、 ユ|些均DBH7.3(刑で
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にしている‘その消失要因について陶

山・中村(1988)は、虫害、乾燥と立ち

枯れ病および被陰によるとしており、

柑吋照度15%以|､ の条件では秋まで生

存できないが、相対照度27％では約

20％の芽生えが秋まで生存したことを

明らかにしているロ ノア回は調査時期か

l 1月であったことから、当年生実生の

定着に及ぼす光条件の影響については

不明であるが、捌査時にはすでに多数

の実生が枯死していたものと思われ

る、

内藤(1984)は宮城県においてアカマ

ツの実生の分布を母樹から方位別に表

し、母樹の風下側(東側)40,,]付近で実
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0 2m 12m 生の密度が最大になることを報告して

いる．富II|県の場合、北アルプスを越

えて強く吹き降ろす向風か多く、 この
● ●

影響を受けて母樹の北側に稚樹が集中

Fig3. ThedensityoIP"1'isd(JJIs"707wseedllllgsinthE 分布したものと思われる” また、アカ

sub(luadrat (b) . Symbolsareshown inFig.2. マツの植我区域内では北側および東側

の母樹か最初に移柚ざれたにもかかわ

ド内では50本あった(Fig. 2 1． 261本の幼樹 らず、その周辺部に稚樹はみられず、 2回目

のうち、調査区bの部分には22本出現した， に移植された母樹の周辺で最初に稚樹の定着

また、 アカマヅの稚樹は調査Rb(12m× が始まったことになる｡これは北側の部分は

12In)において629本出現し、吐樹に対して北 雨天後に滞水していることが多いこと、林冠

側に集中する傾向かみられ、 もっとも多数出 かやや畿閉しているために林床が暗いことな

現した2ml' '昨'ドで44本出現した(Fi貝. 3)E どの要田で、橦子が故布されても定着できな

アカマソ幼樹の樹高は平均1l7cm (最低 かつたものと推測される。鴬谷・佐伯(1985)

51(､m，碇大216r,,, )で、 80cm～]OOCmの個体が はアカマソ実生の分布は水分条件よりも光環

もっとも多く48本であった(F19. 4a)口一方、 境に依存していることを明らかにし、 このよ

稚樹は樹高2()(z､n]以卜 が最も多<591本、 2()cm うなミクロサイトの分布が稚樹の定着に影響

から50(J,nまでの稚樹は急激に少なくなる するとしている．洲査区付近の地表の状態は

(Fig. 4b)□これらの樹齢は幼樹では3年か 1996fF頃までは群苔類が一部被う以外ほぼ襟

ら7年で、 5雫kの個体が最も多く (FiH. 5aﾉ 、 地に近い状態であったが､ 1999年にはチガヤ、

稚樹は1年生から5年生で、 2年唯および3 ヨシ、ブタナ、 メリケンカルカヤなどが侵入

年生の個体が著しく多かった(Fig. 5b)。 しているのが確認きれたハアカマヅの稚幼樹

陶山・巾村(1988) ｣PYamEIshita(1989)はア を調査した際にもこれらの草本種は繁茂して

カマツ林内においてアカマツの当年生実生 お|) 、当年生実生が少な力,ったのはこれらの

は、秋までにほとんど消失することを明らか 草本植物の被陰による枯死か考えられる□ さ
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らに、 ｜可じ3年生でも稚樹と幼樹とがあり、

現在幼樹に成長している個体は初期に定着

し、稚樹のころに草本による被陰の影響をあ

まり受けなかったために成長が速かったもの

と考えられる□

本来、植物園の植物は出所か明らかな個体

を導入することが望ましいとされているが

(大野1994)、短期間に多数の植物を集める

ことが困難であるために、植物園などの屋外

植栽のほとんどは一般的な造園工事と同様に

H｣,所不明の苗木を導入せざるを得ないのが現

状であるく大野1994)□ しかし、千葉県立中
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Photo. Study site of Finns densijiora in 1996 (upper) and in 2001 (lower).
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央博物館のように同一県内の開発予定地の植

生を群落ごと移植するという特殊な例もある

(中村1990)口当植物園の場合、造成前が緑

化センタ であったことから、出所不明の樹

木に頼らざるを得なかった。 しかし、 これら

の移植木を母樹として種子が散布きれ、 自然

状態でアカマツの稚樹がみられる土壌の未発

達な場所と植物園造成地が似た環境条件であ

ったことから、 アカマツの稚樹が多数定着で

きたものと思われる｡

植物園などの施設において、生きた植物群

落の遷移過程を展示している例は上述の千葉

県など極めて少ないものと思われ、今後様々

な植物園の教育普及活動への利用、ならびに

この林分の維持管理を考えていくうえで役立

つものと思われる。

調査の際、富山県中央柚物園ボランティア

の池田則章氏、桑原由光氏に御協力頂いた。

また、富山大学理学部助教授和田直也博士、

富山県中央植物園長黒川道博fには原稿を査

読していただいた口心より御礼申し上げる‘＞

布．種生物学研究8： 64-67，

中村俊彦. 1990.千葉県立中央博物館生態園

とその植生づ< I) . 日本植物園協会報

24: 140-143.
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Notes on the Botanical Surveys in Yunnan Province, China

— Route and List of Dry Specimens Collected in 2001

Toshinari Goclo'\ Yuanxue Lu'^l Daike Tian“^ and Kaiyun Guan2)

1)
Botanic Gardens of Toyama

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Nei-gun, Toyama 939-2713, Japan
" Kunming Botanic Gardens, Kunming Institute of Botany,

Chinese Academy of Sciences,

Heilongtan, Kunming, Yunnan 650204, China

Abstract : As a joint study between Kunming Institute of Botany, Chinese Academy
of Sciences, China and the Botanic Gardens of Toyama, Japan, field surveys in Yun
nan Province were carried out in June and July in 2001. The route of the surveys are
shown in Fig. 1. Through the surveys, the following plant groups were mainly
observed: Begonia and Gesneriaceae in the first trip (to Honghe and Wenshan on
June 1 — 10), Begonia, Gesneriaceae and Ottelia acuminata in the second trip (to
Xishuangbanna and Honghe on June 15 — 25) and Ottelia acuminata in the third

trip (to Lijiang and Dali on July 4 — 10). The dry specimens collected through the
surveys are kept at KUN (original) and TYM (duplicates). The list of the specimens
is shown in Table 1.

Key words : botanical survey, Chinese plant, list of dry specimen, Yunnan Province
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Fig. 1. Main routes and observation sites of botanical surveys in Yunnan Province in 2001.
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を確認することができなかった(Fig.38).

第3回調査は海菜花などを対象植物に雲南

省北西部の麗江地区、大理州の調査を行なっ

た(Figs. 1,4)．海菜花は麗江(Fig.42)、鶴

E(Fig. 43)で生育を確認することができた

が、再源、大理では確認することができなか

った。

今回の調査で確認した植物はTable lの通

りである。作製した標本は昆明植物研究所標

本館(KUN)へ収蔵し、重複している標本は

富山県中央植物園標本庫(TYM)へ収蔵した□

6月10日昆明へ移動｡

第2回調査：西双版納州、紅河州

(2001年6月15旧～6月25U)

神戸・魯

6月15円

6月16U

思茅へ移動。

基諾山の調査を行いながら西双版

納植物園へ移動□

師建福ぎんの案内で西双版納植物

園周辺の調査二

西双植物園の調査。

勧臘へ移動し、周辺の調査。

調査を行いながら景洪へ移動。

中国医科学院の薬用植物園と熱帯

作物研究センターの花卉園の調査□

野生象保護区の調査を行いながら

思茅へ移動□

調査を行いながら元江へ移動･

石屏異龍湖の調査を行い、玉渓へ

移動＝

昆明へ移動。

6月17日

6月18日

6月19日

6月20口

6月21u
調査日程

第1回調査：紅河州、文山州

(2001年6月1日～6月10日） 6月22日

神戸・魯

6月1日

田

大囲山調査のため屏辺へ移動。大

囲山自然保護区事務所を訪問。

大囲山自然保護区事務所の張樹学

さんの案内で大囲山自然保護区調

査。

屏辺周辺の調査を行いながら河口

へ移動□

河口の市場調査。

河口周辺、古林筈(馬関)周辺を調

査しながら馬閨へ移動。

馬関周辺を調査しながら麻栗壌へ

移動。肖波さんの案内でベトナム

国境付近の調査。

肖波さんの案内で麻栗壌下金山の

調査．

麻栗壌周辺を調査しながら文山へ

移動。三七市場を調査し、弥勒へ

移動。

白龍洞(弥勒)、大水書(石林)の調

査。

ｕ

Ｒ

ｑ

Ｊ

川

器

ワ

］

Ｏ

白

月

月

６

６

6月2日

6月25日

第3回調査：麗江州、大理州、西山6月3日

(2001年7月4日～7月10日）

魚

自

日

日

日

日

日

日

日

．

４

５

６

７

８

９

０

戸

月

月

月

月

月

月

月

神

７

７

７

７

７

７

７

日

日

４

５

月

月

６

６ 麗江診、移動。

玉龍雪山周辺の調査□

黒龍潭周辺の調査□

鵺慶の調査を行い、大理へ移動二

群海周辺の調査□

昆明へ移動･

西山の調査。

6月6日

6月7日

6月8日

標本の同定をしていただいた昆明植物研究

所の李錫文教授及び李恒教授に感謝の意を表

します“6月9日
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Fig. 2. Photographs taken in the first trip. 2-1) Member of the first trip. 2-2) Various leaf
types of Begonia ve)'stco/or Irmsch. in Pingbian. 2-3) Field research of a native place of
B. cathayana Hemsl. in Pingbian. 2-4) B. cathayanaUems¥. in Pingbian. 2-5) B. guilin-
qingensis S. H. Huang et Sliui. 2-6) A new species of Begonia descoverd in 2000. 2-7)
Rhobdothamnopsis chinensis (Franch.) Hand.-Maza. var. cinensis in Malipo. 2-8) Hemi-
boeopsis longisepala (H. W. Li) W.T.Wang in Malipo.
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Fig3.Photographstakeninthesecondtrip3-1)HabitatofBego1'"gl'α''"sinSinlao3-2)B.
gm''"sDryinSimao3-3)P"也加""Ws"''sinMengla.3-4)Stelで1，""l"""Z""Cav.
inMengla3-5)Canopyfol･obsel･vationoftl･opical forest i llMengla. 3-6)Tropical
forest inMengla. 3-7)T1'e"""""cIzL3-8)AtShipingwhel･eO"g""""!'"""a
(Gagnep)Dandycouldnotfound
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富山県のフロラに関する文献としては、富

11 1県植物誌(大田ほか1983)があり、その後、

太田(1996)などにより、いくつも追加きれる

植物が挙げられてきたpここ数年|,こおいても、

中川(1999)、太田(2000, 2001)や石項(1999,

2000)、大原(2000, 2001,)なと・により、帰化

分類群を含む新たな分類群が報告きれている

のが現状である。

今回、富山県新記録として報告する17分類

群は、いずれも富| | |県における生育の記録が

文献に記録されていないものである□ この内

のほとんどの分類群は富|｣I県産の標本を多く

収蔵する富山市科学文化センター標本庫

(TOYA)や、東京都立大学牧野惇本館(MAK)

にも、その富山県産の標本が保管されていな

かったが、バケヌカボAHﾉps"sdi"1()秒ﾉIOlfwIJ11a

Ohwiのみは富山市科学文化センター標本庫

に他梗と同定きれた標本が収蔵されていた＠

本報告で引用した標本は、特記しない限り

=L||県中央植物園標本庫(TYM)に収蔵され

ている、

1 ． ナンカイヌカボ419ms"sfIf'fw""IF.

Gnlel . イネ科

木橦はオセアニアに分術する多年草で、森

(1988)が神奈} | |県に侵入したものを記録し

て以来､兵庫県(藤本1995；小林ほか1998) 、

岡山県(狩山・小帛1993)などから報告きれ

ている。富山県の近隣地域および日本海側か
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らの報告はないが、東京都立大学牧野標本館

には1990年に福井県小浜市で採集された標本

(MAK207498)が収蔵きれていた。今回富l ll

県で確認したものはいずれも草丈30cm程度

で、その半長以上に及ぶ特異な長い花序が特

徴的であった｡同様の草姿を示すものとして、

大原(1999)が富山県内での生育を報告したエ

ゾヌカボ』.““γαWill[1.があるが、今回見

い出したものは外花頴に微毛を敷き、長い芒

があるなどの特徴があることから、本橦と同

定した。今回生育を確認した2カ所は互いに

約5km離れた神通川の河I |敷であり、増水時

には冠水する砂質の半裸地であった。いず

れの場所でも個体数は少なくはなく結実状態

も良好であり、今後水流に乗って神通川下流

域に生育地を拡大する可能性も考えられる。

参考標本：婦負郡婦中町塚原神通川西岸

河川敷，大原隆明, 2000.6.1(TYM6676) 1

婦負郡婦中町塚原神通川西岸河川敷，大原

隆明， 2000． 6 ． 4(TYM6677) :婦負郡婦中

町塚原神通川西岸河川敷．大原隆明, 2()00.

7.9 (TYM6678) ;婦負邸婦中町青島神通

川西岸河川敷，大原隆明． 2000.6.15(TYM

6679) ．

2．バケヌカボ：49”ざ〃s (〃脚07'/)/10〃",〃M

Ohwi イネ科

本橦は1930年に神奈川県箱根町で見い出さ

れた交雑種と推測される多年草(Ohwi l941)

で、神奈川県(木場2001)、兵庫県(藤本1995;

小林ほか’998)、広島県(太刀掛1999)なとゞ

各地から報告があるほか、東京都立大学牧野

標本館には宮城県(MAK281058) 、青森県

(MAK3031,13)産の標本が収蔵されているな

ど、現在では全|司的に産地が広がっているよ

うである口富山県の近隣地域では、長野県（白

井1997") から記録がある。今回富山県で確

認したものはいずれも草丈50cm程度で、一見

したところコヌカグサA､丹ig(IJI/"Rothによ

く似たものであったが、内花頴は顕著で、一

花序巾に有芒の小穗と無芒の小穗が混在する

特徴があることから、本橦と|可定した口今回

生育を確認した場所は車の通行が比較的多い

路傍であり、 シロツメクサやコメヅブツメク

サが目立つ半裸地であった。個体数は少なか

った□ また、富山市科学文化センター標本庫

に収蔵されているヌカボ属の標本を調査した

ところ、バケヌカポと|可定された標本はなか

ったが、 コヌカグサと同定きれた標本の中に

本種と考えられる富山市産の標本(TOYA

30929)が見い出きれた。

参考標本：新湊市有磯，高木末吉・大原隆

明, 2001~ 6 .10. (TYM6680) ;富山市山本フ

ァミリーパーク，太田道人, 1989. 7 ~14(TOYA

30929) ．

3． ムクゲチャヒキBｿり",Ⅲs“加川J1t“,“

Schl･fld. イネ科

本種はヨーロッパに分布する一年草で、 日

本各地での侵入が報じられており、富山県の

近隣地域では､石川県(小牧1987)､福井県(福

井県植物研究会’998 ：渡辺1989)、長野県

(白井1997)の記録があるが、それほど多い

ものではないようである｡今回富山県では、

県中央部の7ケ所で生育を確認したが、その

うち小杉町の2ケ所を除く 6ケ所は河I |沿い

の草地内であった。本橦によく似たものとし

ては、 カラスノチャヒキB・ sFr(JIIMMsLおよ

びスズメノチャヒキB. _I.""1'liTIIsTh''''bが既

に県内から報告されている（大田ほか1983）

が、今回見い出したものは花序枝が小穗より

短く、外花頴は顕著な芒があり楕円形、長さ

｣1 ],,,,,程度で熟しても内側に巻き込まない、葉

鞘に聞出する軟毛が群生することなどの特徴

があることから、本種と同定した。今回確認

したものの大半は草丈30-50c,,]と小型で熟し

ても小穂が色づかないタイプであったが、神

通川河口部分で観察された個体は全て草丈が

1m近くに達する大型の個体で、熟時に小穂

が濃い赤紫色に色づくものであった。いずれ

の集団でも個体数は少なくなく、今後ざらに

生育地を広げることが予想される〔
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参考標本：婦負郡婦中町下吉川井田川高

田橋，大原隆明， 2000. 6.18. (TYM6681)

；婦負郡婦中町下吉川井田川高田橋，大原

隆明, 20016.5.(TYM6682) ;婦負郡婦

中町添島神通川西岸河川敷,大原隆明,2000.

6 . 14. (TYM6683) ;婦負郡婦中町添島神

通川西岸河川敷，大原隆明， 2000. 5 .25．

(TYM6684) ;婦負郡婦中町塚原神通川西

岸河川敷，大原隆明, 2001 . 6 . 4 ． (TYM

6685） ；婦負郡婦中町青島神通川西岸河川

敷，大原隆明, 20016.1.(TYM6686) ;S

山市草島高砂神通川土手，高木末吉・大原

隆明, 2001. 6 .11. (TYM6687) ;射水郡小

杉町西高木北陸電力東射水変電所付近，高

木末吉, 2001.7.11.(TYM6688) ；射水郡

小杉町青井谷国道472号沿,大原隆明, 2001.

68(TYM6689) .

4．ハマガヤL"focMoαβ↓s"(L)Kunth/f

ネ科

本種はアジア、ヨーロッパ、アフリカの熱

帯から暖温帯に分布する一年草で、 日本では

兵庫県(藤本1995) ･静岡県(杉本1984) ・大

阪府(大阪府種の多様性調査委員会2000a) ･

福岡県(福岡県高等学校生物研究会1975) ･

神奈川県(森1988)など大平洋ベルト地帯か

ら報告されており、富山県の近隣地域および

日本海側からの報告はみられない。富山県で

は、 |司属のアゼガヤL. cM"g"sis(L)Neesが

昨年度に報告されている(大原2001)が、 今

回確認したものは小穂は長さ4mlll以上で外花

頴の先端に4つの鋸歯があるなどの特徴を確

認し、本種と同定した。今回生育を確認した

場所は近年埋め立て事業が施行された海浜で

あり、土壌水分が多い部分にはウシオハナツ

メクサS'g'g･"""l)0"0'"(Scheele)Aschet

G1･aebnやホコガタアカザA〃”〃"'7'0s"""

BoucherexDCが、乾燥が進んだ部分には

ハマガヤが、それぞれ一面に広大な群落を形

成しているのが観察された(Figl)。昨年度

までも観察を行っていた場所であるが、本種

の生育は確認されなかったのにもかかわら

ず、今年度突如大群落が形成されたのは興味

日

上

４

Ｆ

…＃

I

FiglHabitofL妙加c〃""s"inShinminatoCitymoyamaPre[ecture

(July23,2001)
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ハマガヤ群落中に少数の個体が混在している

状況であった。

参考標本：新湊市海竜町海浜埋立地，高

木末吉, 2001 . 8 . 10. (TYM6691) ~

6．シマスズメノヒエP"s"畑加伽""tﾙ』,"z

Poir~ イネ科

本種は南アメリカに分布する多年草で、日

本では本州以南の各地から報告されており、

富山県の近隣地域では石川県(里見1983；小

牧1987)、長野県(横内1984)、 l1皮阜県美濃

地方(||皮阜県高等学校生物教育研究会1987)

に記録がある。とくに岐阜県美濃地方では在

来のスズメノヒエをしのぐ"勢いで生育地を広

げているという記述がある(II皮阜県高等学校

生物教育研究会1987)｡これまで富山県内で

は本属の植物としてはスズメノヒエP.肌’“

befgitKunthexSteud.(大田ほか1983)とチ

クゴスズメノヒエP."S"cIz""zLvar."-

d,"",$Sinners(大原1997;太田1997)が知

られているが、今回富山県で見い出されたも

のは、長い顕著な地下茎がないこと、花序枝

は開出しやや垂れ下がること、小穂は長さ

31nm以上で縁に白長毛があり先端はやや尖る

ことを確認し、本種と|司定した。今回生育を

確認した場所は上述2種と同じ新湊市の海浜

埋立地であったが、個体数は少なかった。

参考標本：新湊市海竜町海浜埋立地，高

木末吉, 2001.9 8.(TYM6692) .

7． コイチゴツナギP"co"蛎惣ssfJLイネ科

本種はヨーロッパに分布する多年草で、日

本各地での侵入が報じられており、富山県の

近隣地域では､石川県(小牧1987)､新潟県(池

上・石沢1986)、長野県(白井1997)から記

録がある。今回富山県で確認したものは、長

い根茎が横走し､稗は著しく偏平であること、

花序は短く直立することなどの特徴(Fig3)

を確認し、本種と同定した。今回生育を確認

した場所は神通川河川敷の低茎草原内であ

り、シバZの“α”加郷"Steudやクサイハ“．

cMs"""sWilldenなどと共に生育していた

Fig.2ApartofinflorescencesofLePj"""

'""e""illToyamaPrefecture(TYM
6691)Scaleindicateslcm

深い。

参考標本：新湊市海竜町海浜埋立地，高

木末吉, 200L7 ~23. (TYM6690).

5．ニセアゼガヤLg"oc""'""''27'""(c

Presl)HitchcetChaseイネ科

本種はアメリカに分布する多年草で、愛知

県(杉本1982)で確認されて以来、神奈川(森

1988)、岡山県(狩山・小畠1995)から報告さ

れているに過ぎず、国内ではまだ少ないもの

のようである。富山県の近隣地域および日本

海側からの報告はない。今回富山県で確認し

たものは一見したところ、上述のハマガヤの

生育の悪い個体に似たものであったが、外花

頴は長さ3mm以下で先端の4つの鋸歯がやや

不明瞭であることから本種と同定した(Fig.

2)。確認された場所は上述のハマガヤの生

育地と全く同じ場所であり、狩山・小畠

(1995)が述べている岡山県での場合と同様、
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削罰

綴 ~

Fig3. PO(JcO御”γess(zcollectedinFuchu

Town,ToyamaPrefecture(TYM
6693)Scaleindicates5c'n.

Fig4. Inflorescencesof"""bf'Izcﾉlygloss(I

collectedinShinminatoCity,Toyama

PrefeCture(TYM6694)SCaleindiCateS
lcm

が、個体数は多いものではなかった。

参考標本：婦負郡婦中町青烏神通川西岸

河川敷,大原隆明, 2001.6.23(TYM6693)

8．アメリカミコシガヤCa1'""""glOsscM

Mackカヤツリグサ科

本種は北アメリカに分布する多年草で、勝

山(1992)が神奈川県川崎市に侵入したものを

報告したのが日本における最初の記録であ

る。この時には本種はC･"""10""Michx

に当てられたが、勝山(2001)はその後神奈川

県で見い出されたナガバアメリカミコシガヤ

にこの学名を当て、本種をC. I)1'"/zjjgjOssq

Mackに改めている。今回富山県で確認した

ものは一見したところ、 ミコシガヤc犯g",℃．

c""Maxim.やミノポロスゲC."""Boott

を思わせるものであったが(Fig. 4)、苞葉は

少数で短い、茎は直立し、下部の葉鞘の腹面

に顕著な横雛があるなどの特徴があることか

らアメリカミコシガヤのグループに属するも

のと判断し、さらに果胞は長さ3mm程度で広

卵形であることやほとんどの葉は茎よりも短

いことを確認し、本種と同定した。今回生育

を確認した場所は前述のハマガヤ等が見い出

された場所に隣接する沿海埋立地のやや湿潤

な部分であり、ところどころに点在して生育

するのが観察された。

参考標本：新湊市海王町海浜埋立地，大

原隆明・高木末吉， 2000． 6 .10. (TYM

6694)．

9．シオクグC""s"I)1"i/bl"Steudカヤツ

リグサ科

本種は日本(北海道～琉球)、朝鮮半島、中

国に分布する多年草であり、富山県の近隣地

域では、石川県(里見1983;小牧1987)、福

井県(渡辺1989)から記録があるほか、日本

海側地域では新潟県以北の各県が産地として
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も個体数は限られており、絶滅の危機にある

植物のひとつであると考えられる。

参考標本：高岡市伏木国分二丁目国分浜，

大原隆明, 2001.6.10.(TYM6695)

10,ショクヨウガヤツリCy""''Jsesc'LJ27'tﾙﾙs

L.カヤツリグサ科

本種は世界の熱帯及び温帯に広く分布する

多年草で、森田(1989)が石川県、栃木県、京

都府への侵入を記録して以来、神奈川県(北

川・堀内2001)に記録があるほか、東京都立

大学牧野標本館には東京都(MAK273437)や

高知県(MAK279821)で採集された標本が収

蔵されているなど、温暖地を中心とした日本

各地に侵入しているようである。今回富山県

で確認したものは草丈30～50cm程度に成長し

たもので、ハマスゲC. 7b"""sL~に似るが、

小穂の鱗片は黄褐色で小穂軸に刺毛があるこ

とを確認し、本種と同定した。今回生育を確

認した場所は前述のハマガヤ等を確認した場

所と同所であるが、本種の生育部分は乾燥化

が進んだ土の固い部分であった。現在のとこ

ろ個体数はあまり多くはないが、本種の特徴

の一つであり繁殖手段である塊茎が形成され

ているのを確認したことから、今後の動態に

注意が必要な植物の一つである｡

参考標本；新湊市海竜町海浜埋立地，高

木末吉， 2001.7.25.(TYM6696) ;新湊市

海竜町海浜埋立地，高木末吉‘大原隆明，

2001.8.28.(TYM6697).

11． コボタンヅルα27""s"j伽"αDCvar.

b"･g7""zzMakino~キンポウゲ科

本分類群は本州の関東地方及び中部地方に

分布するとされる多年草であるが､秋田県(藤

原1997)や山形県(結城1992)などからも記

録がある。富山県の近隣地域では、石川県(石

川県地域植物研究会1994)、 |I皮阜県(岐阜県

高等学校生物教育研究会1966)、長野県(和

田1977)から記録がある。今回富山県で生育

を確認した2ヶ所はいずれも神通川中下流の

堤防斜面部分であり、葉が2回3出複葉であ

Fi9, 5. C"@xsc"1砿hqcollectedillTakaoka

City!Toya'naPrefecture(TYM6695)
ScaleindicatGs3cm.

挙げられている(上野1991)。今回富山県で

生育を確認した場所は、海に注ぎ込む小さな

流れの波打ち際にほど近い部分で、一見した

ところ、 周囲の砂浜部分に多いコウボウシ

バC力""J(zThunbの大型個体を思わせるも

のであったが、草丈が30cm以上と著しく大型

であるのに加え､果胞は口部で急に細くなる、

側生の雌性小穂は互いに離れて着くなどの特

"(Fig5)を確認し、本種と同定した。本種

は海水の出入する河畔などの湿地に生育する

とされる(吉川1958)が、このような環境が

開発などにより減少しているためか、沖縄県

(沖縄県環境保健部自然保護課1996)や大阪

府(大阪府種の多様性調査委員会2000b)な

ど本種を絶滅の危険がある植物に挙げている

地域もある。人工海岸率が高い本県において

も、本種の生育に適した環境は極めて少ない

のに加え、今回見い出された自生地において
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県(久内1961)で初確認されて以来、広島県

(久内1964)、岡山県(村田1969)など太平洋

側のところどころで見い出されているものの

記録が少ない植物のようである。富山県の近

隣地域および日本海側からの報告はない。今

回富山県で見い出されたものは、草丈が1m

近くに及ぶ強壮なものであり、全株無毛で帯

白色であること、直径2m,nほどの小型の白い

花が集まって分花序を形成することなどの点

から本種と同定した。今回富山県で確認され

た場所は、比較的最近に造成された国道の路

傍で、北陸自動車道の小杉インターチェンジ

がほど近いことからも交通量が多い部分であ

る。個体数は数株程度と少数であった。

参考標本：射水郡小杉町青井谷国道472号

線沿線,大原隆明,2001.6.8.(TYM6700).

13．ウサギアオイMtzJ"""i/romLアオイ科

本種はヨーロッパに分布する多年草で、日

本各地から侵入が報告されており、富山県の

近隣地域では新潟県(池上・石沢1989)から

記録されている。今回富l｣｣県で見い出された

ものは、草丈が50cm程度に成長した花、果実

ともについたものであった。同属の類似種と

してはナガエアオイM."si"αSmや富山県

内でも確認されたゼニバアオイC. ･"991""

Wallr~があるが、今回見い出されたものは分

果の縁がキザギザとなり表面に明瞭な網目紋

があること、花は直径5mm程度と小型である

こと、葉の切れ込みはやや深く裂片-はやや尖

ることなどの点から本種と同定した。今回富

山県で確認された場所は、 JR貨物線沿線で過

去に近隣に飼料倉庫があった場所であり、周

辺にオオムギ"07'de"77zw!Jg"'gLvar. jz""

s"c"o"(L)AschやカラスムギA"27"ん”α

L、モロコシSo増ﾉ""11bicojo7,Moenchが生育

していたことから判断すると、飼料に混入し

た種子が侵入したものと推測される。個体数

は数株程度で少なかった。

参考標本：新湊市庄西町二丁目海岸沿い

の空地,大原隆明,200185.(TYM6701) .

Fig6CIg71""s"j加"αvarl)f""""col-
lectedinToyamaCity,ToyamaPre-

fecture(TYM6698)Scaleindicates
5cm

ることを確認し本分類群と同定した(Fi9.

6)｡基準変種であるポタンヅルvar"iW

Z"は富'｣｣県内の平地、低山に広く分布して

おり(大田ほか1983)、富山市科学文化セン

ター標本庫にも多数の標本が収蔵されていた

が、コボタンヅルに当たると考えられる標本

は見られなかった。これから推測すると、本

分類群は県内ではあまり多いものではないと

思われるが、今回生育を確認した場所と同様

の環境を探索すれば各所から見い出される可

能性が高い。

参考標本：富山市新保神通川東岸堤防，

山本清美．高木末吉, 2001 . 9 .13. (TYM

6698） ；婦負郡婦中町塚原神通川西岸堤防，

大原隆明, 2001.10.24.(TYM6699)

12．ベンケイナズナLe"""""ilb""7zL

アブラナ科

本種は欧亜大陸に分布する多年草で、三重
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斜面部分で、2000年に確認した際には個体数

が少なかったが、 2001年には数メートルに渡

って本種が優占種となるほど繁茂しているの

が確認された。なお、岡山県では|司じ学名に

ハマクマッヅラの和名を当てて報告している

(狩山~小畠1995)が、富l｣_l市科学文化セン

ター標本庫にこの名で収蔵された岡山産の標

本(TOYA32675)を見たところ、今回富山県

で見い出されたものと同一の形態を示すもの

であった。

参考標本：射水郡小杉町西高木，高木末

吉~大原隆明, 2000.10.13. (TYM6702) ;

射水郡小杉町西高木，高木末吉・大原隆明，

2001.7.2.(TYM6703) .

15．マルバハッカM212""s例awolef@sEhl･h

シソ科

本種は欧亜大陸に分布する多年草で、 日本

各地から侵入が報告されているが、富山県の

近隣地域の植物誌などには記述がみられな

い。一般的にはアップルミントの名で知られ

る普遍的なハーブの一つであり、近年広く家

庭で栽培されている。富山県では本属の帰化

種としてはコショウハッカM×""21微αL、

オランダハッカMspic"(ML(大田ほか1983)

およびナガバハッカMJO7噌加"α(L)Hu(Is.

(泉1988)の3種が知られているが、今回見

い出されたものは、花が集合した花輪が互い

に接近し全体として棒状の花穂となること、

葉は広楕円形から円形で無柄、雛が目立ち白

軟毛が多いといった特徴があることから本種

と同定した。今回生育を確認した3ヶ所のう

ち2ケ所は神通川の氾濫原にあたる部分であ

り、このうち婦中町萩島集団では1999年に初

確認して以来、毎年確実に生育面積が広がっ

ている。本種は盛んに根茎を出して繁殖する

のに加え、枝の断片からも容易に発根するこ

とから、今後水流に乗って下流域に広がる可

能性がある。

参考標本：富山市五福，大原隆明， 2000．

1.15.(TYM6704) ;富山市石坂富山北大橋

Fig.7 InflorescellcesoI I/Wbe7""oγα〃s

collectedinKosugiTown,Toyama

Prefecture(TYM6703).Scaleindi
cateslcm

14. ヒメクマツヅラWγ舵7""07n"sH.BK'

クマツヅラ科

本種は南アメリカに分布する多年草で、 日

本では長い間沖縄県(初島197])のみで確認

されてきた植物であるが、最近になって大阪

府(大阪府種の多様性調査委員会2000a)、神

奈川県(城川2001)といった太平洋側の大都

市近郊から侵入が報告されている。富山県で

は本属の帰化種としてはヤナギハナガサⅨ

bo,,"",zsisL(大田ほか1983)およびアレチ

ハナガサV､ 6,,(Isi"2,,sisVell(太田1998)の

2種が知られており、今回見い出されたもの

は特に後者を繊細にしたような印象を受ける

ものであった。しかし、花穂は3mm以下と細

<(Fig.7)、茎や花序軸に毛が少ないなどの

特徴があることから本種と同定した。今回生

育を確認した場所は農業用水の水路に沿った
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西詰神通川河川敷， 高木末吉, 2001, 8, 6 .

(TYM6705) :婦負郡婦中町萩島神通川河

川敷，大原隆明、 2001.10.24. (TYM6706) .

16． アメリカイヌホオズキScI("111"1〆),皿叶

〃皿"MDllnal exDC~ナス科

本橦は北アメリカに分布する~年草で、 日

本では村田(1956)が兵庫県から得られたもの

にS. α"IF1"ir(II""〃MiⅡとして報告したのか最

初の記録であるが、現在では日本各地から

侵入が報告きれている。今回富山|具で確認さ

れたものは、富山県中央植物園ボランティア

で上市町在住の武田宏氏が生植物を当園に持

ち込まれたものである｡イヌホオズキ類は多

くの種類が日本に侵入しておl)分類や学名に

混乱がみられたが、勝山(2000)が国内で得ら

れた植物と海外の文献とを照合して再検討を

行っている。これに従えば、今回持ち込まれ

たものは、薯は花後に成長せず、花冠は直径

約5m剛で基部付近まで切れ込む、果実は7～

10mmの球形で艶がない黒色に熟し散状に着

く、果実内には長さ1.5mm未満の種子が多数

あるほか小型の球状顯粒が4個以上あるなとﾞ

の特徴があることから、本種と同定きれる。

本種は當山県の近隣地域では石川県(小牧

1987) 、長野県(武井1997b)、新潟県(池上・

石沢1986)から記録がある･武田氏によれば、

今同生育を確認した場所はハナショウブ園を

作るために最近撹乱きれた場所であり、個体

数はあまり多くはないとのことであった。

参考標本：中新川郡上市町口萩丸山，武田

宏, 2001. 11.21 ． (TYM67()7) .

17． ミツバオオハンゴンソウRM(")cc内iq""i.

I0b(IL､キク科

本種は北アメリカに分布する多年草で、 日

本でもまれに栽培され野生化することが知ら

れている。富山県の近|灘地域では石川県(里

見］983)、長野県(横内1984)から記録があ

る。富山県では本属のものとしてはオオハン

ゴン､ノウM. 10'1gi即加(L)Huds(大田ほか

1983)が知られているが、今回見い出きれた

ものは、頭花は直径4cm程度と小型で筒状花

は黒褐色であること、花床の鱗片は無毛で先

端が急鋭尖頭になること、茎中部以下の葉は

3中裂することから本橦と同定した。今回生

育を確認した場所は、神通川河川敷のうちの

やや湿潤な草地部分であり、個体数は少なか

った｡

参考標本：富山市有沢神通川西岸河川敷，

高木末吉, 2001 ． 7 ．29.(TYM6708) .

各分類群の標本の閲覧に便宜を頂いた富山

市科･学文化センター主任学芸員の太田道人氏

ならびに主事の坂井奈緒子氏、ならびに東京

都立大学牧野標本館の若林三千男教授に深く

感謝申し上げますゞ また、 コボタンゾル、 ア

メリカイヌホオズキの標本や情報をそれぞれ

提供頂き本稿での使用を許可下さった山本清

美氏、武田宏氏にも深く感謝申し上げます。
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富山県中央植物園研究報告投稿規定（平成13年2月10日改訂）

1 ．投稿資格

論文を投稿できる者は、原則として富山県中央植物園および富山県植物公園ネットワーク

を構成する專門植物園の職員とする□ただし次の場合は職員外でも投稿することができる。
1 ）富山県中央植物園の収集植物または標本を材料とした研究。

2）研究に用いた植物または標本を富山県中央植物園に寄贈する場合『』
3）富山県の植物に関する調査・研究の場合。

4）編集委員会が投槁を依頼した場合｡

2，原稿の種類

原稿は英文または和文で、原著(Artlcle)、短報(Note)、資料(MISCellaneous)とする□
3．原稿の送付

原稿は、図、表、写真を含め2部(コピーでよい）を「〒939-2713富山県婦負郡婦中町
上智田42-lll県中央植物園黒川道」宛送付する。掲載が決定した原槁にはテキスト

セーブしたフロッピイディスクを添付するロ原槁、フロッピィディスクは返却しない口図、
表、写真はあらかじめその旨明記してある場合に限り返却する。

4．原稿の採否

投稿原稿の採否は、査読者の意見を参照して編集委員会が決定する口編集委員長が掲載
を認めた日をもって論文の受理日とする。

5，著作権

掲載きれた論文の著作権は富山県中央植物園に帰属する。

6．原稿の書き方

l)原稿用紙：原槁はワープロを用い、和文はA4判用紙に1行40字、 1頁30行を標準と

する。英文原稿はA4判用紙に周囲3mの余白を設け、 1頁25行を標準とする。

2）体裁鷺原著論文の構成は以下の通りとする。ただし短報、資料はこの限りではない。

a.表題、著者名、所属、住所：和文原槁の場合は、英文も記す。英文原稿の場合、和
文は不要。

b.英文要旨(Abstract)とキーワード(Kevwor[1s) :英文要旨は200語以内、 キーワー

ドは1O語以内としアルファベット順に配列するに，

C .本文：序論､材料と方法(MaterialsandMethods)、結果(Results) 、考察(DIsCussion)、

謝辞の順を標準とする。序論、謝辞には見出しをつけない。脚注は用いない口補助

金関係は謝辞の中に記す。

。、和文摘要：英文原稿の場合、表題、著者名、摘要本文、住所、所属の111頁で和文摘

要をつける｡

e、 引用文献(LiteratureCited) :著者名のアルファベット順に並べる口引用文献の表記
については最近号を参照する。

3）図表：図(写真を含む)表は刷り上がり130×180nlm、 または65×18()mm以内とし、原図

のサイズは刷り上がりと|叶寸またはそれ以上とする口図はA4判の堅い台紙に貼lﾉ付け、

余白または裏に天地、著者名、図表の番号を記入する口説明文は図表に付けるほか、す

べての説明文をまとめて別紙に記す。カラー図版は、編集委員会が特に必要と認めたも

の以外は実費著者負担とする．図表の挿入位置を原稿の右余白に指示する．

4）単位の表示：国際単位系(sl)による。単位の省略形は単数形とし、 ピリオドをつけ

ない。

7．校正

著者校正は初校のみとし、再校以降は編集委員会が行なう口校正の段階での文章等の変

更は認めない。やむを得ず変更する場合は、経費を著者に求めることがある．

8．投稿票

投稿に際しては次の事項を記したA4判の投稿票を添える(次頁を参照)□

①著者名、②表題、③原稿の枚数（本文、図、表、それぞれの枚数)、④ランニングタイ

トル（著者名を含めて和文は25字、英文は5()字以内)、⑤原槁に関する連絡先、⑥別刷希

望数（50の倍数とし、実費著者負担とする｡ただし、部外投稿者には50部を無料進呈する)。
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’’ ※可 ・ 否採用※ 年 月 日受 理 円

’
原著 ・ 短報 ・ 資料 ・ 編集委員会に一任種別（○で囲む）

名著
幸
恒

(ローマ字）
h ~割〃

(機関名）

所属のある方
~（所在地）

(和）

論文表題
（英）

文本

図

表

枚

枚

枚

図表返却希望：する・ しない槁原

著者名を含めて和文は25字、英文は50字以内

ルト少
イ

ケ

ゞ

ゲ

／

、
／
ゾ

ー

ー

、
／
〆

一
『
ノ

〒

連絡先住所・氏名

(共著の場合は代表者）
TEL

FAX

EIIIfli l

別刷り希望部数

（5(〕の倍数）
部（うち50部までは無償）

※印の棚は編集委員会で記入します
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TadashiKanemOt(z) ;Ch]-onIosonlENllnlbero{""""''isj)"'JIJ"/αγis (Urticaceae) ofJaPan
兼本正：チョクザキミズの染色体数

TadashiKanemOto:Ch'･0'11050111ENlllllberOfEIaI0s/2'"(IOjhis""Ivar. II,""b,"""", (Urlirafeae)

兼本正：ヒメミズの染色体数

中田政司・太田道人：ユキバタツバキの三倍体井口村指定天然記念物「丸' | |の

大ユキバタツバキ」の染色体数調査結果とフィールドワークから ･ ･ ･”･ ･……･ ･…． ｡…・

IWasashiNakata&IIlichihitoOhla:TriPloidofC(1 111f"雌/”D"i"val･ . "1"1'"職"α

(Theaceae) Chromos0nleNunlberReporlofaCamelliaTrceCalled "#Maruyalna

、〔)-oQ-yllkibata-tsllbaki''KIPrEcioIIsNaturfllPmductollhelnokuChiVillagQTCvanla

Prelecture,withSQn]EFicldStlldiEs

l ll下寿之：富山県中央柚物園内におけるアカマヅ植栽木からの稚樹の増殖・－…･…． ．……

ToshiyukiYanlEIshita:ACo1()niozatio11 f'･omMotherTreesofP"Is(/fwsI""m

PlantedilltheBotanicGardtnsofT[)vama
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Miscella,,Eous(資料）

神戸敏成・魯元学‘田代科・管開雲：中国雲南省での植物調査記録-2001年

調査1丁程と採集標本リスト ・…”…“…”…･“…･…”…“…･“． ．…･ ･ ･ ･ ･ ･ ･”･…． ．……

T()shinariGod(LYllamKUELU,Daikf~Tial]&KaivllllGlla[1 :N()tEsontheBotEII1ical

S111-veys inYunnanProvillcE,China RoutEan[IListofDrySI)E(z､imens(bllecte(Iご

im2001

大原隆明‘高木末吉：富山県フロラ資料(6) ． ．……･…． ｡……･…･ ･”……･……………‘

TakaakiOoharE!&SLIEkifhiT21kagi ;Matc'･ialsfo1･ theF101-aoIToYama (6)H P
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All inquiriesconcerningtheBulletinoftheBotanic

GardensofToyamashouldbeaddressedtotheEditol･

SyoKurokawa

BotanicGardensofToyama

42Kamikutsuwada,Fuchu-machi,Neigun,

Toyama939-2713,JAPAN
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平成14年3月28日

富山県中央植物園園長黒川道

〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42

財団法人花と緑の銀行

〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42
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